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1. はじめに－本稿の課題と方法－ 

1-1. 小学校生活科の現状に関する指摘 

本稿は、小学校生活科における知識獲得・活

用を図る授業内容の開発と実践について報告

する。その内容は、「花と実」に関する写真教

材の収集・選択とその発問化によって、児童が

思考活動を通して知識を獲得・活用すること

を目的としている。その実践の成果と今後の

展望について、授業記録と事前質問・事後質問

によって報告する。 

内藤（2009）は、生活科の学習指導の問題点

を挙げ、「学習が活動にとどまっている」（p.15）

その原因として「教師が活動と内容の区別が

できていない」、「内容の吟味を通して初めて、

させるべき活動が生まれる」と指摘している。

小学校学習指導要領解説生活編（平成 20 年）

では生活科の課題について、「学習活動が体験

だけで終わっていること」（p.3）を挙げ、さら

に小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説

生活編（平成 29 年）において生活科の充実を

図る点として、「次の活動へつながる学習活動

を重視すること」（p.6）等が指摘されている。

以上のことは、生活科の活動が次の学習につ

ながるように、生活科の授業内容が開発され

てきていないという課題を指摘している。 

 

1-2. 先行研究の考察－＜課題＞の所在－  

筆者は寺本・野田（2010）の実践研究から次

の＜課題＞を引き出した。＜課題①＞教師は、

活動で獲得される知識を入念に検討している

のか。＜課題②＞教師は、その知識の活用はそ

の後どのような教科学習が可能とするのかを

検討しているのか。この課題に対して生活科

「花と実」の実践研究として鈴木（2016）や高

鷹（2017）は、アサガオやミニトマトなどの野

菜を取り上げる中で栽培活動から知識学習へ

の展開を行っている。筆者の実践事例は、先行

実践研究と同様に「実は花のところにできる」

という知識の獲得・活用を教育目標としてい

るが、栽培活動にとどまらず、知識学習への展

開を一層保障したい。そのために写真教材を

収集・選択し、その写真の中に手がかりを求め

て児童が思考活動できるよう発問を検討した。 

なお筆者の実践事例は山梨県内の公立小学

校 2 年生活科「花と実」として実施（2019 年

11 月 5 日）した。 

 

2. 事前質問の結果と考察 

2-1. 事前質問の内容 

事前質問は、児童 24 人（C1～C24）に対し

授業前に実施した。事前質問は TABLE1 の通

りで、次の意図に基づいている。「花と実」に

関する児童の既知（経験的知識や素朴概念）や

考えを把握するために質問 1~4（13 項目）を

作成した。 

 

TABLE1 事前質問の内容 

1-(1) トマトの［み（たね）］は［ど

こ］にできるとおもいますか。   

①はなのところ  

②くきのところ  

③はっぱのところ 

 

1-(2) （〇×二者択一）トマトの［み］は［くき］の

ところにできることもある。 

1-(3) （〇×二者択一）トマトの［み］は［はっぱ］

のところにできることもある。 

2-(1) リンゴの［み（たね）］は［ど

こ］にできるとおもいますか。 

①はなのところ 

②えだのところ  

③はっぱのところ 

 

2-(2) （〇×二者択一）リンゴの［み］は［えだ］の

ところにできることもある。 

2-(3) （〇×二者択一）リンゴの［み］は［はっぱ］

のところにできることもある。 
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［み］と思う場合〇、思わない場合×をつける 

①リンゴ 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

②みかん 
 

③きゅうり 
 

④にんじん 
 
 
 

⑤チューリップ 

きゅうこん 
 

⑥じゃがいも 
 
 
 

4 やじるしのところには、もと

もと、なにがあったとおもい 

ますか。じぶんのかんがえを 

かいてください。 

 
 
  

 

2-2. 事前質問の結果 

 この事前質問の結果を集計したものが

TABLE2 と TABLE3 である。 

 

TABLE2 事前質問の結果（1）質問 1～3 

質問 回答結果（児童 24 人） 

1-(1) トマト 花 16 人、茎 8 人、葉っぱ 0 人 

1-(2) トマト 茎のところにもできる 16 人 

1-(3) トマト 葉っぱのところにもできる 2 人 

2-(1) リンゴ 枝 17 人、花 5 人、葉っぱ 2 人 

2-(2) リンゴ 枝のところにもできる 19 人 

2-(3) リンゴ 葉っぱのところにもできる 3 人 

3-(1) リンゴ 実である 23 人 

3-(2) みかん 実である 21 人 

3-(3) きゅうり 実である 10 人 

3-(4) にんじん 実である 7 人 

3-(5) チューリップ球根 実である 5 人 

3-(6) じゃがいも 実である 9 人 

 

TABLE3 事前質問の結果（2）質問 4 

花：C1,3,4,7,8,9,11,14,20 枝：C6,16 

茎：C13,17,19,23,24 種：C10,22 

わからない：C12 NA(無回答)：C2,5,15,18,21 

 

2-3. 事前質問の結果の考察 

トマトの実は、3 分の 2 の児童が「花」にで

きると回答しているものの、同数の児童が「茎

のところにもできる」と答えていることから、

トマトの実は花にも茎にもできると思い、素

朴概念をもつ児童が多いことが考えられる。

一方、リンゴは 3 分の 2 以上の児童が「枝」

にできると回答し、「花」と答えた児童がトマ

トより少ないが、回答状況から多くの児童は、

リンゴは花にも枝にもできると思っているこ

とが考えられる。「実である・ない」の問いで

きゅうりの正答率が低いのは、実はリンゴの

ように甘いものという認識が児童にはあるの

ではないだろうかと考えた。また、ニンジンや

ジャガイモ、チューリップの球根が実である

と答えた児童が一定数いるのは、ニンジンや

ジャガイモの花を見たことのない未経験から

実そのものの存在を知らないことが表れてい

るものと想定できる。質問 4 で記述した 19 人

の児童のうち、9 人が「花」、5 人が「茎」など

と回答している。おそらく児童はこれまでに

リンゴの実の先端にある花の名残を意識的に

見たことや先端に残っているものが何かにつ

いて考えたことはないと思われる。 

 

3. 授業内容の目標・概要と構想手続き 

3-1. 授業内容の目標・概要 

まず授業内容の教育目標は次の通りである。 

 

  ・中に種があるものが実であるという知識 

（きまり①）を経験的知識を活用・整理する 

思考を通して、獲得・活用できる。 

  ・実（種）は花のところにできるという知 

識（きまり②）を写真の中に手がかりを求 

めて思考して獲得・活用できるようになる。 

  ・その獲得・活用において、他者の意見を参 

考にすることができる。 

 

 次に授業内容の概要は、【問題 1】でミニト

マト、【問題 2】でリンゴ、【問題 3】でチュー

リップを取り上げ、それぞれ写真教材を使用

し、発問しながら展開していく。この写真教材

によって発問が可能になり、教育目標の保障

が意図されている。 

 

3-2. 授業内容の構想手続き 

 授業内容は筆者が何度も山梨県立図書館に



足を運んで構想したもので、その中で筆者に

は次の思考を指導教官から課せられた。 

・課題 A：【発問→教材】の思考：こういう発 

問を出したいと思ったら、その発問に合う写 

真が必要であると思考できるようになる。 

・課題 B：【教材→発問】この写真では、こう 

いう発問が出せると思考できるようになる。 

 

4. 授業記録とその考察 

 ここでは授業内容の問題毎に授業記録を要

約して考察する。導入の【質問】

では、写真 T①を用いて、ミニ

トマトの実は花・茎・葉のどこ

にできるか予想させた。その結

果、花 18 人、茎 6 人で、葉に

挙手した児童はいなかった。 

 

4-1.【問題 1】の授業記録と考察 

ミニトマトを事例として知識（きまり②：実

は花のところにできる）の獲得を目的とした。

児童がどのように知識を獲得しているのか、

授業記録に基づいて考察する。 

 

（1）発問 1・2 の授業記録 

まず発問 1・2 の授業記録を見てみよう。 

 

【授業記録 1①】：ミニトマト【発問 1・2】 

T：【発問 1】この写真（写真T②）で、トマトの実が、花・

茎・葉のどこにできるか、分かりますか？ 

C：花。 

C18：茎。 

T：他にどう？ 

C：花。 

C：花じゃないでしょう。 

T：花って言ってくれた人もいるし、 

茎って言ってくれた人もいるね。 

 

T：【発問 2】この写真（写真 T③）でトマトの実が、花・

茎・葉のどこにできると思う？じっと見て。 

C：花。花。 

C：茎。茎。 

T：どうして茎だと思うの？ 

C：茎から出てる。（写真T③を指 

しながら説明する）ここ（ヘタ）  

から開いているから。 

C6：花です。 

 

T：なんでそう思う？ 

C6：（写真 T①の花を指して）もともとここに花があった 

から、そこにちゃんとできるはずだからトマトが。その

花が種みたいのが緑になって大きくなって、（写真 T②

の実を指して）この赤い実になる（写真 T①～T③を比 

較して）。 

C18：㋐トマトの下に花がくっついているから。㋑花から

トマトができると言うと花の中から、ぶすって、出てく

るから茎からできると思う。 

 

 ここで着目したいのはまず、花と実に関す

る児童の素朴概念である。実が茎になってい

るという意味で児童は「茎」と答えた可能性も

あるが、「花じゃないでしょう」という発言か

ら、児童は実は花のところではなく茎にでき

ると思っていることが示されている。その発

言があった後でも、発問 2 でも「茎」の発言が

続いている。次に、発問 2 で児童が、写真を見

ながら実は花のところにできると予想してい

る点である。C18 は写真 T③を見ながら発言

㋐をして、きまり②（実は花のところにできる）

の理解に近づいていると同時に、発言㋑もし

ている。花からトマトの実ができてくるとは

思えない状況と想定できる。 

 きまり②の理解に到達するには、写真 T③の

中に実（できかけの実）についている「ヘタ」

（枯れた花弁）に児童が注目できるかが要点

である。発問 3 から発問 6 にかけて、児童は

写真 T③の中に実を見つけ、実の「ヘタ」を「花。

花」と発言できている。次に「ヘタのちゃんと

下に（実が）ある」や「ヘタ」を「枯れた花」

と回答できている。このことから児童は写真

の中の「ヘタ」に着目して、きまり②の理解に

近づいていることが分かる。 

 

（2）発問 7・8 の授業記録 

 最後に発問 7・8 の授業記録を見てみよう。

なお SC はセンテンスカードのことである。 

 

【授業記録 1②】：ミニトマト【発問 7・8】 

T：（写真T④）もう一枚写真を持ってきたんだけど、出し 

てもいいですか。 

C6：何だろう、ケツからなんか出てる。 
C8：あっ、花発見。 

C：花、発見。 

写真 T① 

写真 T② 

写真 T③ 



T：【発問 7】このシワシワ（写真T 

③）は、こっち（写真 T④）で言 

うとどこになる？ 

C20：（写真T④の実の黄色（花弁） 

の部分を指す）。 

C8：（写真T④の実の先端の花弁を 

指す）。 

 

T：【発問 8】トマトの実について、みんないろいろ証拠を 

発見してくれました。（写真 T②を指して）赤いトマト 

はもともとどこにできているということかな。 

C：茎。茎。 

C：花。花。花。 

 

T：（SCを黒板に貼る）一斉に読みながら、「花」を記入） 

きまり②：［み（たね）］は（  ）のところにできる（SC） 

C：（一斉に読む：括弧に花を入れて読んだ） 

              

ここでは、写真 T③の実がさらに成長して、

同時に「ヘタ」が実についている写真 T④を教

材とした。これによって児童は発問 3～6 の時

点よりさらに進んで、きまり②の理解を確か

なものにできると想定した。児童は発問 7で、

写真 T③の大きい「ヘタ」が写真 T④の小さい

「ヘタ」に対応することに気付いて、きまり②

を最終的に問う発問 8 では、「茎」という発言

が残ったものの、「花」の発言が多くあった。

そして最後の SC で児童は、きまり②を文章に

してまとめた。 

 以上の授業記録における児童の発言は、写

真教材と発問の効果を証左している。この授

業過程で児童は、写真の中の実の「ヘタ」に注

目して、きまり②の理解に到達している。 

 

4-2.【問題 2】の授業記録と考察 

リンゴを事例として、知識（きまり②：実は

花のところにできる）の活用を目的とした。児

童がどのように知識を活用しているのか、授

業記録に基づいて考察する。 

 

（1）発問 1・2 の授業記録 

まず発問 1・2 の授業記録を見てみよう。 

 

 

 

 

【授業記録 2①】：リンゴ【発問 1・2】 

T：【発問 1】（写真A②を指しながら） 

この写真を見て、リンゴの実がど 

こにできるか分かりますか。 

C11：これ見たら、みんな枝。枝。枝。 

T：先生もなんか枝かなあって思うん 

だけど。 

C6：花に見えます。花だと思います。 

 

T：今度はこの写真（写真A③）を見てください。 

C：リンゴ、リンゴ、リンゴ。 

C：イチゴ、イチゴ。 

C：イチジク。 

T：これはリンゴの。 

C4：赤ちゃん！ 

T：実の赤ちゃんです。 

C11：じゃあそれ（写真の上下が）反 

対じゃない。 

 

T：【発問 2】（写真A③を指しながら） 

花にできるか、枝にできるか、葉っ 

ぱにできるか。手がかり何かあり 

ますか。よく見てね。 

C8：絶対花だよ。 

C20：花の中心が先っちょに・・・（写 

真A①を指しながら）ここ（花）の中心が、（写真 A③ 

を指しながら）こっち（左の実先端おしべ）にいった・・・ 

（※音声が不明瞭ではっきり聞き取れない箇所あり）。 

C：同じです。同じです。同じです。 

C11：花びらがなくなった。花びらが消えた。 

 

まず発問 1 における C11 の「枝」の発言は、

成熟したリンゴの写真A②の通り、最もである

が、それでも発問 1 で C6 は「花だと思いま

す」と、発問 2 で C8 は「絶対花だよ」と発言

している。事前質問 2-(1)で C6・8・20 は、リ

ンゴは「枝」にできると回答していたので、C6・

C8 はきまり②を活用したと考えられる。 

次に発問 2 で C20 は、写真 A①と A③とを

比べて見ながら、写真 A③の先端（花の名残）

が写真 A①のめしべおしべの部分に対応する

と考えている。これもきまり②を活用したと

いえる。その後の複数の児童の「同じです」の

発言は、㋐C6・C8・20 のようにきまり②を活

用している、㋑きまり②の理解を深めている、

㋐㋑のどちらかの思考をしていることと思わ

れる。 

発問 3 から発問 6 にかけての児童の発言は

以下の通りである。写真A③の左の実先端から

写真A③ 

写真A① 

写真A② 

写真 T④ 



何が飛び出しているのか聞いたところ、「花」

の発言があった。その後C8 はきまり②を活用

して、写真A③の実先端にあるものがもともと

何であったのかを、写真A①の花中心部を指し

示すことができた。再度写真 A③の飛び出して

いるものは、もともと何か問うと、C9・17 が

「花」と発言した。事前質問 2-(2)でC17 は「実

は茎のところにもできる」と回答していたの

で、この発言からきまり②の理解を確かなも

のにし、素朴概念の修正ができたと考えられ

る。このように児童はきまり②を理解、活用し

ていると見ることができる。 

 

（2）発問 7 の授業記録 

最後に発問 7 の授業記録を見てみよう。 

 

【授業記録 2②】：リンゴ【発問 7】 

T：（リンゴの実の実物を提示しながら）リンゴ、花があっ 

た証拠はどこにあるかな？ 

C15：（実の枝側を指す） 

C4：（実のおしり側を指す） 

C：そう。そう。同じ。 

C6：人間でいうと、肛門。 

C8：こっち（おしり側を指す） 

 

T：【発問 7】リンゴのおしりのところが、みんな花だよっ 

て言ってくれましたが、（写真 A③を指しながら）この 

写真でいうとどこになるかな？ 

C10：（写真A③左の実先端おしべを指す） 

C11：同じ。 

（＊）この後、リンゴの実が赤ちゃんのときは、上下どち

ら向きになるかを問うた。児童はおしり側（萼窪）が上向

きになる理由を写真A③の実先端を指し示して説明した。 

 

ここでは、きまり②を活用させて、写真A③

の実先端にあるおしべと実物のリンゴのおし

り側にある花の名残を一致させるようにした。

発問 7 では、実物のリンゴのおしり側（萼窪）

にある花の名残を写真A③の中に見つけ、児童

は写真にある花や実と実物のその名残とを対

応させることができている。 

以上の授業記録から、ほとんどの児童が実

の先端に着目でき、その思考にはきまり②を

活用していることが見出せる。 

 

 

4-3.【問題 3】の授業記録と考察 

チューリップを事例として、知識（きまり

②：実は花のところにできる）の活用を目的と

した。児童がどのように知識を活用している

のか、授業記録に基づいて考察する。 

 

（1）導入の質問と発問 1・2 の授業記録 

まず導入の【質問】では写

真 C①と実物の球根を提示

し、チューリップの球根は

どこにできるのかを聞いた

ところ「知らない」や「土の中」と答えた。 

次に発問 1・2 の授業記録を見てみよう。 

 

【授業記録 3①】：チューリップ【発問 1・2】 

T：【発問 1】この球根は土の中って言ってくれたけど、チ 

ューリップの球根は実なのかな？それとも実じゃない 

かな？ 

C：実じゃない。実じゃない。実じゃない。 

T：（前時既習のきまり①を指しながら）実じゃないね。土 

の中にできるからね。 

きまり①：［み（たね）］は（ たね ）がある（SC） 

C：（事前質問用紙に）ジャガイモ、実って書いちゃった。 

T：チューリップの実もリンゴと同じよ 

うに、花のところにできるかどうか。 

T：（写真C②掲示） 

C：何これ？チューリップだ。 

C：開く前のチューリップ。開く前のチ 

ューリップ。 

 

T：【発問 2-1】（写真C②を指しながら）これ、チューリッ 

プの実だそうです。チューリップの実が花のところにあ 

ったという証拠が、この写真の中にあるかな？ 

C：ない。ない。 

C5：かまきりの卵みたい。 

C：ちょっと色が違う。 

C18：先が茶色いから。先が茶色くて、モシャモシャなっ 

ている。 

 

T：【発問 2-2】この写真（写真C②）の 

前のものを先生持ってきましたので。 

（写真C③掲示）これどうですかね。 

C11：え、もっと分かんなくなっちゃっ 

た。 

C8：あ、あそこチューリップ。 

C：どこがチューリップ。どこがチュー 

リップ。 

C5：ラッカセイみたい。 

C8：（写真C③の実先端を指す） 

 

写真C② 

写真C③ 

写真C① 



T：何かモシャモシャしているね、茶色いのが。 

C6：（写真C③の実先端を指して）この上のやつとちょっ 

と違うんだけど、（写真 C②の実先端を指して）これが

しぼんでいる。（写真C②とC③を見比べて）形が同じ。 

T：これじゃ、花にできたという証拠はまだないかな。ど 

ういう写真があるといいかな？ 

T：（写真C④掲示）この写真を見てく        

ださい。一番右側（写真C②）にある 

実の赤ちゃんだそうです。 

C8：あ、分かった。（写真C④の実先端 

黄色のモシャモシャを指して）ここに 

あるやつは、（写真C③の実先端茶色 

のモシャモシャを指して）これ。 

C6：動物で言うと、食物連鎖みたいなや 

つ。 

 

ここでは写真 C②～C⑤の中にある実先端

（柱頭）に児童が一貫して着目して、きまり②

を理解あるいは活用できているかが考察の要

点となる。（1）発問 1 で児童は、球根は「実じ

ゃない」と発言しているように、きまり①ある

いは②を活用したと考えられる。（2）発問 2-1

で C18 は、実の先端の「モシャモシャ」を「チ

ューリップの実が花のところにあった」証拠

として言い当てている。（3）C18 の発言後、発

問 2-2 におけるC8 は、きまり②を活用したと

いうよりも、問題 3 できまり②の理解を深め

たと思われる。 

 

（2）発問 3 の授業記録 

 最後に発問 3 の授業記録を見てみよう。 

 

【授業記録 3②】：チューリップ【発問 3】 

T：【発問 3-1】（写真C④を指して）これ、実の赤ちゃん 

だそうです。（写真C①を指して）この花の中に隠れて 

いるのかね。 

C：それは分からない。 

C18：花びらの中。 

C：ある。 

 

T：花の中を見てみたいと思います。写真を持ってきまし 

た。（写真C⑤掲示） 

C24：あー、やっぱり。 

C6：やっぱ、あそこだあそこあそこ。 

 

T：【発問 3-2】（写真C④の実を指し 

て）この赤ちゃんの実は、この写真 

（写真C⑤）だとどこにありますか。 

C21：（写真C⑤の中央にある実を指す） 

T：他にどうですか。 

C：同じです。同じです。同じです。 

 

T：【発問 3-3】（写真C②を指して）チューリップの実は、 

もともとどこにあったか分かりますか。 

C17：（写真C②の実先端のモシャモシャを指す） 

T：（写真C②を指して）実は、こっちの写真（写真C⑤全 

体を指して）でいうとどこになるかな。 

C4：（写真C⑤の中央にある実を指して）ここ。 

 

T：リンゴと同じように、チューリップもちゃんと花のと 

ころにあった証拠があります。 

 

T：【まとめ】（SC を一斉に読む） 

きまり①：［み（たね）］には（ たね ）がある（SC） 

きまり②：［み（たね）］は（ 花 ）のところにできる（SC） 

T：今日はこの２つについて、みんなで写真を見て証拠を 

探しました。 

（＊）この後、実物のカブできまり①を問い、実物の柿で

きまり②を問うた。柿の実の「モシャモシャ」は何かとい

う問いに、児童は「花」「花の証拠」と答えた。 

 

まず発問 3-1 で、（1）C18 は実の赤ちゃん

は「花びらの中」に隠れていると予想したこと、

（2）C24 が「やっぱり」、C6 が「やっぱ」と

発言したことには、きまり②の活用が見出せ

る。次に発問 3-2 で、（1）C21 は写真C⑤の花

の中央にある実を指し示して、（2）それに児童

が「同じです」と呼応している。ここには、き

まり②を活用している可能性があるが、写真C

②の実先端の「モシャモシャ」と写真C⑤のめ

しべの先端部分との関係は発言として出てい

ない。前者が後者であることを C4 は発問 3-3

で言い当てている。ここで C4 は、きまり②の

理解を深めたと考えられる（C4 は授業記録 2

②冒頭でリンゴの「モシャモシャ」を花の跡と

して指摘している）。 

以上のように児童はチューリップの実の先

端（モシャモシャ）に着目して、それが花の中

央の実先端と対応させることができている。

その思考には、きまり②の活用、あるいはきま 

り②の理解を深めていることが見出せる。 

 

5. 事後質問の結果と考察 

5-1. 事後質問の内容 

 以上のように本授業では写真の中にある手

がかりに着目し、知識（きまり②：実は花の

写真C④ 

写真C⑤ 



ところにできる）の理解と活用を図る学習を

進めた。この点を事後質問で検証する。質問

1～5（13 項目）の内容は TABLE4 である。 

 

TABLE4 事後質問の内容 

1 事前質問の 1-(1)(2)(3)と同じ質問内容。 

2 きゅうりの［み（たね）］が、 

花がさいたあとにできたとい

う［しょうこ］はどこにあり

ますか。そのぶぶんに、〇を

つけてください。 

 

 

3-(1) しゃしん①は、みかんの［み］ができはじめたこ

ろのしゃしんです。やじるしのところは、なんだ

とおもいますか。どちらかに〇をつけてくださ

い。㋐［えだ］である ㋑［えだ］ではない 

しゃしん①           しゃしん② 

 

 

 

 

だんだんみが大きくなっていきます（しゃしん②） 

3-(2) （3-(1)で㋑を選んだ児童のみ回答）やじるしの

ところは、［もともと］なんだったとおもいます

か。 

4 事前質問の 3と同じ質問内容。 

5 今日のじゅぎょうで、わかったこと、かんがえ 

たこと、おもしろかったことなど、じゆうに、 

かんそうをかいてください。 

 

5-2. 事後質問の結果 

 この事後質問の結果について集計したもの

が TABLE5 と TABLE6 である。TABLE6 は 

結果の一部のみを記載している。 

 

TABLE5 事後質問の結果（1）質問 1～4 

質問 回答結果（児童 24 人） 

1-(1) トマト 花 23 人、茎 1 人、葉っぱ 0 人 

1-(2) トマト 茎のところにもできる 12 人 

1-(3) トマト 葉っぱのところにもできる 1 人 

2 きゅうり 証拠に丸をつけた 22 人 

3-(1) みかん 枝ではない 16 人 

3-(2) 枝ではないと回答した 16 人のうち 花 12人 

4-(1) リンゴ 実である 23 人 

4-(2) みかん 実である 18 人 

4-(3) きゅうり 実である 19 人 

4-(4) にんじん 実である 1 人 

4-(5) チューリップ球根 実である 10 人 

4-(6) じゃがいも 実である 1 人 

 

TABLE6 事後質問の結果の一部（2）質問 5 

C1 チューリップがどうやってさくのか、トマトがは

なからできるのか、りんごがうえむきでみができ

るのかがわかりました。 

C4 みやたねのことがよくわかったし楽しかった。し

ゃしんもわかりました。 

C8 みは、ぜんぶ花からできるっていうことが、わか

ったからたのしかった。 

C9 みは、はなからできることがわかった。 

C10 みの中にたねがあったこととか、みたねには花の

ところにできることがわかってよかったです。 

C11 土とかに、うまっているやつは、みではないこと

をわかった。しゃしんがすごくこまかかったから

すぐわかった。 

C12 りんごとかは花からできていることが、はじめて

知りました。 

C16 色いろな、みのことのべんきょうが、おもしろか

ったし、またやりたかった！ 

C18 チューリップのきゅうこんも、みなんてはじめて

しった。 

C21 中にはたねがある食べものが、はじめてみだと知

った。家でみかんをそだてているけど、みかん

は、みじゃないのか、みなのか色いろ考えた。 

C22 今はちょっとむずかしいもんだいだった。 

C23 さいしょは、みとたねはくきからでるとおもった

けど、花からでていてびっくりした。またこのべ

んきょうをもっともっとしりたいです。 

 

5-3. 事後質問の結果の考察－事前との比較－ 

 事前のトマトの質問では「花」が16人、「茎」

が 8 人であったが、事後では「花」が 23 人、

「茎」が 1 人となっている。この事前・事後の

変化や事後質問 2・3 の回答状況は、知識の獲

得・活用が一定程度できたことを示し、本授業

の学習過程にもみられた「実は茎にできる」と

いう素朴概念も一部児童においては修正でき

たことがいえる。「実である・ない」の事前・

事後の変化をみると、チューリップの球根の

み正答率（事前 79％→事後 58％）が 20％以

上減少した。この要因として、きまり①（実に

は種がある）の知識（授業記録 3①発問 1 の場

面）がチューリップにまで一貫して活用され

ず、球根と実を混同したままと考えられる。実

際に C18 の児童が感想（筆者波線）でこのこ



とに関して述べている。一方、きゅうり、ニン

ジン、ジャガイモの正答率は上がり、特にきゅ

うりは 35％以上（事前 42%→事後 79％）も上

昇し、リンゴと同様に「実である」という認識

が高まったといえる。全児童の 3 分の 1 は、

「みは、ぜんぶ花からできる」や「みとたねは

くきからでるとおもったけど、花からでてい

てびっくり」など知識（きまり②：実は花のと

ころにできる）に関する具体的な記述（筆者下

線）がみられ、本授業の成果が認められる。 

 

6. おわりに－本稿の総括と今後の展望－ 

 以上本稿は、小学校生活科における知識獲

得・活用を図る授業内容の開発と実践につい

て報告してきた。授業記録・事前事後質問の内

容と結果から知識を獲得・活用している授業

の事実を創出することができた。写真の中に

手がかりを求めながら思考する過程は、児童

の学習が体験だけに終わらず、知識学習への

展開を一層保障するものになったといえる。 

最後にこの一年間の本授業研究を踏まえて、

これまでの自身の授業経験を省察しておきた

い。本研究では初めて経験することが多くあ

ったので、本研究の経験を整理することが、そ

のままその省察となる。その経験は次のよう

に整理できる。 

（1）指導教官から課せられた課題【発問→教

材】【教材→発問】の双方向の思考をもち、発

問に見合う写真教材を探し求めること、手に

した写真を見て新たな発問をつくり出すこと

の往復を経験した。児童の思考活動を保障さ

せるためには、教師が率先して思考しようと

しなければならないことを強く認識すること

となった。以前の私であれば、インターネット

検索で発問に近い映像や簡単に得られる画像

を教材として用意することで済ませていただ

ろう。今後も教師自らが知識を新しく知りな

がら思考し続け、児童が（大田 1991）「問と答

との間を曲がりくねって考えぬいていく」

（p.172）ことができるよう教材開発に主体的

に取り組みたい。 

（2）教育目標と関連づけて授業記録を考察す

るという一見自明であることを、実際に書類

にすることが難題であることも経験した。教

育目標の知識獲得・活用を、発問に対する児童

の発言のどこに現れているのか、ここを授業

記録の中に一つ一つ読み取ることが考察にな

る。この難しさは、指導と評価の一体化という

言葉を安易に使いがちな私たちの日常に、認

知を要求させるものであった。 
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